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こ
れ
ま
で
東
京
・
大
阪
を
皮
切
り
に

中
国
、
韓
国
、
熊
本
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
実
施
し
て
き
た
「
熊
本
大
学

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
第
７
回
目
は
、
大
学

の
60
周
年
記
念
式
典
に
合
わ
せ
る
形

で
、
昨
年
10
月
31
日
に
熊
本
に
お
い

て
国
際
学
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
実

施
し
、
世
界
11
カ
国
の
交
流
協
定
大

学
26
校
の
学
長
・
副
学
長
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
午
前
の
部
は
国
際
学
長
会
議
を
行

い
、
海
外
協
定
校
７
校
の
発
表
と
各

大
学
の
国
際
的
教
育
研
究
連
携
に
つ

い
て
の
紹
介
、
具
体
的
な
共
同
研
究

Feature
Articles
Feature
Articles EventsEventsEventsEvents

や
共
同
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
形

成
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

　
午
後
の
部
は
大
学
関
係
者
や
地
元

市
民
を
対
象
に
記
念
講
演
会
を
開
催

し
、
午
前
の
国
際
学
長
会
議
の
成
果

報
告
と
海
外
協
定
校
の
国
際
化
推
進

活
動
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
、
本
学

か
ら
は
国
際
化
戦
略
の
概
要
や
特
徴

的
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
本
学
は
国
際
化
推
進
を
全
学
的
な

重
点
課
題
と
し
て
位
置
付
け
、
本

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
施
を
始
め
、
教
職

員
や
学
生
の
積
極
的
な
国
際
交
流
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

第
２
回
熊
本
大
学

　
　
東
京
連
合
同
窓
会

　
　
　
　
　
　
　
を
開
催

　　
昨
年
11
月
29
日
に
「
第
２
回
熊
本
大

学
東
京
連
合
同
窓
会
」
が
東
京
・
上
野

公
園
の
上
野
精
養
軒
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
前
田
勝
之
助
東
レ
株
式

会
社
名
誉
会
長
（
工
S
28
年
卒
）
の
本

会
の
名
誉
会
長
へ
の
就
任
報
告
が
行

わ
れ
、
記
念
講
演
会
で
は
谷
口
学
長

か
ら
「
未
来
に
挑
戦
す
る
熊
本
大
学
〜

誇
れ
る
大
学
か
ら
憧
れ
ら
れ
る
大
学

へ
〜
」
と
題
し
て
、
自
然
科
学
研
究
科

の
秋
山
教
授
か
ら
は
「
超
瞬
間
極
限
力

を
操
る
研
究
者
達
の
挑
戦
」
と
題
し
た

講
演
が
行
わ
れ
、
出
席
者
は
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
旧
友
と
の
思
い
出
話

に
花
を
咲
か
せ
な
が
ら
、
体
育
会
応

援
団
の
森
団
長
が
「
五
高
寮
歌
」
の
前

置
き
で
あ
る
「
巻
頭
言
」
を
切
り
、
出

席
者
全
員
で
寮
歌
を
熱
唱
し
、
大
盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

第
４
回
熊
本
大
学

　
　
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

　
　
　
　
　
　
　
を
開
催

　
今
回
で
４
回
目
を
迎
え
る
熊
本
大

学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
昨
年
11

月
１
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

行
事
は
、
本
学
の
卒
業
生
等
を
招
き
、

大
学
の
近
況
に
触
れ
、
懐
か
し
い
学

友
や
恩
師
と
の
再
会
と
交
流
、
親
睦

を
深
め
、
本
学
の
教
育
・
研
究
活
動
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
平
成
18
年
度
か
ら
行

　
本
学
の
特
徴
あ
る
研
究
内
容
を
紹

介
す
る
企
画
展
示
イ
ベ
ン
ト
「
大
学
サ

イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ
」
が
、
昨
年
11
月

20
日
〜
29
日
に
東
京
・
上
野
公
園
の
国

立
科
学
博
物
館
で
開
催
さ
れ
、
約
１

万
６
千
人
の
方
に
来
場
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
回
の
展
示
は
、
身
近
に
あ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
瞬
間
的
に
凝
縮
し
て
超

強
力
な
パ
ワ
ー
と
し
て
作
用
さ
せ
る

衝
撃
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
や
熊
本
大
学

で
開
発
さ
れ
た
新
合
金
を
テ
ー
マ
に

以
下
の
４
つ
の
研
究
を
取
り
上
げ
、

一
般
の
方
に
わ
か
り
や
す
い
実
験
装

置
や
体
験
型
展
示
物
を
用
い
て
紹
介

し
ま
し
た
。

　
S
C
I
E
N
C
E 

01
「
パ
ル
ス
パ

ワ
ー
・
プ
ラ
ズ
マ
の
世
界
」
―

プ
ラ
ズ

マ
や
衝
撃
波
を
用
い
、
ガ
ン
治
療
や

殺
菌
、
食
品
加
工
、
環
境
な
ど
へ
の

応
用
を
目
指
す
研
究
を
紹
介

　
S
C
I
E
N
C
E 

02
「
爆
発
と
衝
撃

波
の
世
界
」
―

衝
撃
波
に
よ
る
金
属
の

接
着
や
、
食
品
を
衝
撃
波
で
柔
ら
か

く
す
る
「
爆
衝
レ
ン
ジ
」
な
ど
を
紹
介

　
S
C
I
E
N
C
E 

03
「
衝
撃
超
高

圧
・
超
重
力
場
・
衝
撃
プ
ラ
ズ
マ
」
下

に
お
け
る
物
質
の
世
界
―

超
高
圧
や
超

重
力
を
発
生
さ
せ
る
仕
組
み
や
新
物

質
の
合
成
に
つ
い
て
紹
介

　
S
C
I
E
N
C
E 

04
「
超
合
金

K
U
M
A
D
A
I
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
」
の

世
界
―

２
０
０
１
年
に
熊
本
大
学
で
開

発
さ
れ
た
、
強
く
て
軽
く
、
熱
に
も

強
い
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
を
紹
介

　
来
場
者
に
説
明
を
行
っ
た
関
係
者

や
学
生
は
、
研
究
成
果
に
関
心
を
示

す
企
業
や
実
験
に
興
味
津
々
の
子
ど

も
た
ち
や
保
護
者
の
み
な
さ
ん
、
そ

し
て
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
各
種
メ

デ
ィ
ア
取
材
陣
の
来
場
に
十
分
な
手

応
え
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
元
・
熊
本
に
お
い
て
も
、

２
月
４
・
５
日
に
行
わ
れ
た
「
２
０
１

０
く
ま
も
と
産
業
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
」

に
同
様
の
実
験
装
置
を
再
現
し
、
た

く
さ
ん
の
来
場
者
に
好
評
を
得
ま
し

た
。
　

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
工
学
部
百
周
年
記
念
館
で
行
わ
れ

た
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
谷
口
学
長
・
岡
村

同
窓
会
連
合
会
副
会
長
か
ら
の
歓
迎

の
辞
、
谷
口
学
長
に
よ
る
本
学
の
近

況
報
告
に
続
き
、
大
学
院
自
然
科
学

研
究
科
の
河
村
教
授
の
「
世
界
に
羽
ば

た
く
K
U
M
A
D
A
I
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

合
金
」
と
題
し
た
講
演
と
、
大
学
院
社

会
文
化
科
学
研
究
科
の
森
教
授
の
「
永

青
文
庫
資
料
か
ら
見
る
物
語
史
」
と
題

し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
と
懇

親
パ
ー
テ
ィ
が
催
さ
れ
、
現
役
学
生

に
よ
る
応
援
団
演
舞
や
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
に
よ
る
華
麗
な
演
技
と
と
も
に
、

今
回
は
、
大
学
間
交
流
協
定
校
で
あ

る
上
海
師
範
大
学
民
族
管
弦
楽
団
に

よ
る
中
国
伝
統
音
楽
の
演
奏
も
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
第
五
高
等
学

校
時
代
の
寮
歌
で
あ
る
「
武
夫
原
頭
に

草
萌
え
て
」
を
全
員
で
合
唱
し
盛
会
の

う
ち
に
閉
宴
し
ま
し
た
。

　
卒
業
生
か
ら
は
、
熊
本
大
学
の
現

状
が
良
く

理
解
で
き

た
、
来
年

も
参
加
し

た
い
な
ど

の
感
想
が

寄

せ

ら

れ
、
今
後

の
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ

デ
ー
の
継

続
に
熱
い

期
待
が
寄

せ
ら
れ
ま

し
た
。

極
限
を
制
御
せ
よ
！

　
衝
撃
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
熊
大
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拓
く
未
来
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最優秀賞「とどける手」
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優秀賞「文字が現れる壁」

優秀賞「水波紋投影機」

優秀賞「キンデン」

優秀賞「波ニュケーション」

EventsEvents

　
工
学
部
運
動
会
の
始
ま
り
は
明
治

43
年
の
工
友
会
運
動
会
に
遡
り
ま
す
。

そ
の
後
、
運
動
会
は
参
加
者
の
減
少

に
よ
り
平
成
11
年
度
を
最
後
に
一
時

中
断
し
ま
し
た
が
、
運
動
会
の
再
開

の
志
を
持
っ
た
工
学
部
学
生
会
は
多

く
の
困
難
を
乗
り
越
え
平
成
20
年
度

に
９
年
ぶ
り
に
再
開
第
一
回
の
運
動

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
第
二
回
運
動

会
は
、
平
成
21
年
10
月
11
日
（
日
）
午

前
９
時
か
ら
熊
本
大
学
運
動
場
（
武
夫

原
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
大
学
設
立
60
周
年
の
記

念
の
年
で
す
。
学
生
会
運
動
会
実
行

委
員
は
、
今
年
は

武
夫
原
に
て
盛
大

な
運
動
会
を
実
施

し
よ
う
と
夏
休
み

前
か
ら
企
画
を
開

始
し
ま
し
た
。
学

生
会
の
広
告
宣
伝

や

工

学

部

の

サ

ポ
ー
ト
も
あ
り
、

今
年
度
は
昨
年
度

の
約
２
倍
に
あ
た

る
９
０
０
名
を
超

え
る
学
生
と
谷
口

学
長
、
両
角
工
学
部
長
、
そ
し
て
多

く
の
教
職
員
が
参
加
す
る
大
運
動
会

と
な
り
ま
し
た
。

 

　
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
土
ぼ
こ

り
と
汗
の
中
、
徒
競
争
・
玉
入
れ
・
大

縄
飛
び
・
綱
引
き
・
障
害
物
競
争
・
リ

レ
ー
な
ど
の
恒
例
種
目
に
加
え
，「
棒

引
き
」
な
ど
の
往
年
の
競
技
が
復
活

し
、
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
工
学
部
資

料
館
か
ら
10
年
ぶ
り
に
太
鼓
が
引
き

出
さ
れ
、
応
援
に
一
役
買
い
ま
し
た
。

　
運
動
会
で
は
、
参
加
者
・
サ
ポ
ー

タ
ー
と
も
ど
も
開
始
か
ら
終
了
ま
で

勝
負
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
、
学
生

諸
君
は
も
と
よ
り
教
職
員
も
大
い
に

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
競
技

の
結
果
、
第
二
回
工
学
部
運
動
会
の

優
勝
は
物
質
生
命
化
学
科
、
準
優
勝

は
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
、
第
三
位

は
数
理
工
学
科
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
運
動
会
が
昨
年
に
も
ま
し
て
盛

大
に
実
施
で
き
ま
し
た
の
は
、
工
学

部
運
動
会
の
復
活
の
志
を
引
き
継
い

だ
学
生
会
の
熱
意
と
努
力
に
よ
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
本
行
事
に
多
く
の

参
加
者
を
得
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、

関
係
諸
氏
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
と
も
工
学
部
運
動
会
の
ご

支
援
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

W
I
N
T
E
R  

C
H
A
L
L
E
N
G
E 

　
　
　
　
　
　
2
0
0
9

　
冬
に
開
催
さ
れ
る
W
I
N
T
E
R 

C
H
A
L
L
E
N
G
E 

は
、
構
想
力

や
表
現
力
を
競
う
製
作
主
体
の
コ
ン
テ

ス
ト
で
す
。
テ
ー
マ
は
今
回
で
3
年
目

と

な

る
「
あ

か

り
」
を

継

続
し
ま
し
た
。

「
あ
か
り
」
か

ら
放
た
れ
る

「
ひ
か
り
」
に

よ
っ
て
日
常

の
な
に
げ
な

い

空

間

や
、

あ
る
瞬
間
に
、

楽
し
み
や
幸
せ
、
興
奮
を
感
じ
る
な
ど

「
あ
か
り
」
に
関
す
る
提
案
を
形
に
し

ま
し
た
。
応
募
件
数
は
９
件
、
こ
れ
ま

で
の
作
品
を
超
え
る
た
め
の
様
々
な
ア

イ
デ
ア
や
工
夫
を
盛
り
込
ん
だ
作
品
が

製
作
・
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ス

ト
へ
の
連
続
出
場
者
も
見
ら
れ
、
確
実

な
作
品
の
進
歩
が
審
査
員
を
感
心
さ
せ

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。最
優
秀
賞
は
、

25
枚
の
鏡
が
レ
ー
ザ
ー
光
を
反
射
し
た

軌
跡
が
迷
路
の
よ
う
に
自
分
だ
け
の
模

様
を
描
き
出
す
不
思
議
な
空
間

「
l
a
b
y
r
i
n
t
h
」（
建
築
学
科 

浦
川
史
親
君
）、
優
秀
賞
で
は
、
水
の

揺
ら
ぎ
が
織
り
成
す
波
紋
を
投
影
さ

せ
、
日
差
し
の
中
で
水
面
の
反
射
に
揺

も
の
・
ク
リ  

C
H
A
L
L
E
N
G
E 

　
　
　
　
　
　
2
0
0
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　「
も
の
・
ク
リ
C
H
A
L
L
E
N
G
E
」

は
“
自
由
な
発
想
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト

で
す
。
製
作
部
門
（
ア
イ
デ
ア
を
実
際

に
製
作
す
る
作
品
）
と
ア
イ
デ
ア
部
門

（
デ
ジ
タ
ル
作
品
や
ア
イ
デ
ア
提
案
な

ど
の
製
作
を
伴
わ
な
い
作
品
）
の
2
つ

に
分
け
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
テ
ー
マ
は
「 

と
ど
け
る
」
で
す
。

環
境
を
未
来
に
と
ど
け
る
、
想
い
を

相
手
に
と
ど
け
る
、
何
か
を
と
ど
け

る
…
、「
と
ど
け
る
」
を
学
生
た
ち
の

創
造
力
で
表
現
し
ま
す
。
製
作
部
門

10
件
、
ア
イ
デ
ア
部
門
4
件
の
参
加

で
し
た
。
大
学
祭
で
一
般
公
開
の
審

査
会
が
行
わ
れ
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
や
学
外
か
ら
の
見
学
者
も
投
票
が

で
き
ま
す
。
世
界
に
ひ
と
つ
の
創
造

性
豊
か
な
作
品
た
ち
は
今
年
も
見
学

者
に
夢
や
興
奮
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
た
よ
う
で
す
。
今
回
の
最
優
秀
賞

は
「
と
ど
け
る
手
」（
機
械
シ
ス
テ
ム
工

学
科
　
有
田
雄
一
朗
君
）
が
受
賞
。
握

手
を
す
る
と
光
を
放
ち
、
さ
ら
に
握

手
を
し
た
数
が
カ
ウ
ン
ト
で
き
る
金

色
の
手
を
製
作
し
ま
し
た
。
優
秀
賞

で
は
筋
電
信
号
に
よ
っ
て
ペ
ン
を
動

か
し
意
思
を
伝
達
す
る
装
置
「
キ
ン
デ

ン
〜
筋
で
伝
え
る
〜
」（
代
表

：

情
報
電

気
電
子
工
学
科
　
原
部
翔
君
）、
揺
ら

ぐ
光
を
波
の
形
に
放
出
し
、
上
か
ら

見
る
と
美
し
い
透
過
光
が
楽
し
め

る
椅
子
「
波

ニ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」（
代

表

：

社
会
環

境
工
学
科

　
蒲

生

涼

太
君
）
が
表

彰
さ
れ
ま

し
た
。

れ
る
光
の
束
を
演
出
し
た
「
水
波
紋
投

影
機
」（
代
表

：

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科

山
之
内
寛
貴
君
）
と
、
マ
イ
コ
ン
制
御

の
64
×
64
の
L
E
D
を
タ
イ
マ
ー
や
セ

ン
サ
ー
で
白
い
壁
に
突
然
文
字
や
パ

タ
ー
ン
が
現
れ
る「
文
字
が
現
れ
る
壁
」

（
代
表

：

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
蒲
原

大
記
君
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

夢
科
学
探
検
２
０
０
９

　
昨
年
11
月
3
日
（
火
）
に
、「
夢
科

学
探
検
2
0
0
9
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
夢
科
学
探
検
は
、「
理
学
部
探

検
」、「
工
学
部
探
検
」
、「
も
の
・
ク
リ
・

C
h
a
l
l
e
n
g
e
」
お
よ
び
「
第

55
回
化
学
へ
の
招
待
」
か
ら
な
り
、

年
間
を
通
し
て
黒
髪
南
地
区
最
大
の

催
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
夢
科
学
探
検
2
0
0
9
の
展
示
総

数
は
96
件
で
し
た
が
、
当
日
は
多
少

寒
か
っ
た
も
の
の
晴
天
に
恵
ま
れ
、

小
学
生
、
中
・
高
校
生
、
保
護
者
お

よ
び
一
般
市
民
な
ど
入
場
者
数
は
二

千
名
ほ
ど
で
あ
り
、
盛
況
の
う
ち
に

行
事
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
　
夢
科
学
探
検
2
0
0
9
の
成
功

は
、
ご
協
賛
お
よ
び
ご
後
援
を
い
た

だ
い
た
企
業
な
ら
び
に
団
体
か
ら
の

ご
支
援
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
理
学
部
、

工
学
部
、
お
よ
び
自
然
科
学
研
究
科

の
教
員
・
技

術
職
員
・
学

生
の
皆
様
方

に
は
、
こ
の

催
し
の
企

画
・
運
営
に

多
大
な
ご
協

力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お

借
り
し
て
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
　
　
夢
科
学
探
検
2
0
0
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
行
委
員
会
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熊
大
キ
ャ
ン
パ
ス
で

”曲
が
る
太
陽
電
池
“
の
実
証
研
究
開
始
！
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EventsEvents
●
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
証
実
験

の
フ
ィ
ー
ル
ド
に

　
皆
さ
ん
は
工
学
部
2
号
館
講
義
棟

の
屋
上
に
、
カ
マ
ボ
コ
型
の
太
陽
電

池
パ
ネ
ル
が
載
っ
て
い
る
の
に
気
づ

き
ま
し
た
か
？
　
工
学
部
研
究
棟
I

の
南
側
壁
面
に
も
フ
ィ
ル
ム
型
太
陽

電
池
を
取
り
付
け
ま
し
た
し
、
3
月

上
旬
に
は
、
工
学
部
１
号
館
５
階
の

南
西
端
に
も
、
板
状
の
太
陽
電
池
ユ

ニ
ッ
ト
が
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
熊
本
大
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
省
エ

ネ
や
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
キ
ャ
ン

パ
ス
の
エ
コ
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

工
学
部
も
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
証
研

究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
活
用
し
な

が
ら
、
低
炭
素
社
会
実
現
に
貢
献
す

る
技
術
開
発
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
上
記
の
太
陽
電
池
は
、

工
学
部
が
熊
本
県
や
企
業
と
共
同
で

取
り
組
ん
で
い
る
「
フ
ィ
ル
ム
型
太
陽

電
池
の
活
用
技
術
実
証
実
験
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
で
取
り
付
け
た
も

の
で
す
。

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

：

フ
ィ
ル
ム

型
太
陽
電
池
の
適
用
拡
大
に
よ
る

低
炭
素
社
会
実
現
モ
デ
ル
事
業

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
平
成
21

年
5
月
に
経
済
産
業
省
が
公
募
し
た

「
低
炭
素
社
会
に
向
け
た
技
術
シ
ー
ズ

発
掘
・
社
会
シ
ス
テ
ム
実
証
モ
デ
ル
事

業
」
に
、
熊
本
県
、
熊
本
大
学
、
富
士

電
機
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
が
共
同
で
応
募

し
、
1
億
円
強
の
事
業
と
し
て
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
く
ま
も
と
テ
ク
ノ
産

業
財
団
の
中
に
研
究
チ
ー
ム
を
組
織

し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
本
学
か
ら

は
、
工
学
部
長
が
研
究
代
表
を
務
め

る
他
、
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
田

中
智
之
准
教
授
（
フ
ィ
ル
ム
型
太
陽
電

池
設
置
方
法
の
実
証
研
究
）
や
溝
上
章

志
教
授
（
後
述
す
る
電
動
ア
シ
ス
ト
自

転
車
の
共
同
利
用
シ
ス
テ
ム
の
実
証

研
究
）
が
参
加
、
事
業
参
加
者
の
活
動

調
整
役
と
し
て
本
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
推
進
機
構
の
大
串
渉
教
授
も
参
加

し
て
い
ま
す
。

　
富
士
電
機
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
の
フ
ィ

ル
ム
型
太
陽
電
池
は
、
基
板
に
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
使
っ
て
い
る
た
め
、
ガ

ラ
ス
基
板
を
使
っ
た
多
く
の
太
陽
電

池
に
比
べ
て
遥
か
に
軽
く
、
曲
げ
て

も
使
え
る
の
が
特
徴
で
す
。
従
来
だ

と
基
礎
工
事
に
費
用
や
時
間
が
か
か

り
、
取
り
付
け
場
所
も
限
定
さ
れ
が

ち
で
し
た
。
そ
こ
で
、
大
規
模
な
補

強
工
事
な
ど
を
せ
ず
に
既
存
建
物
の

壁
面
や
屋
上
に
取
り
付
け
た
り
、
郊

外
の
遊
休
地
な
ど
に
簡
易
に
設
置
し

た
り
す
る
方
法
を
実
験
し
、
施
工
の

容
易
さ
、
耐
久
性
、
安
全
性
、
発
電

効
率
等
の
点
か
ら
検
証
す
る
こ
と
で
、

太
陽
電
池
の
普
及
を
拡
大
す
る
の
が

狙
い
で
す
。

●
実
証
研
究
の
主
な
内
容

　
工
学
部
研
究
棟
Ⅰ
の
壁
面
で
は
、

金
属
フ
レ
ー
ム
を
ボ
ル
ト
で
固
定
し
、

そ
こ
に
ワ
イ
ヤ
ー
で
7
・
56
k
W
の
太

陽
電
池
を
取
り
付
け
ま
し
た
（
壁
掛
け

式
）。
工
学
部
2
号
館
の
屋
上
で
は
、

パ
ラ
ペ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
防
水
層
抑

え
の
小
壁
の
上
に
、
ク
レ
ー
ン
車
で

ア
ー
チ
状
の
鉄
骨
フ
レ
ー
ム
を
載
せ

か
け
、
5
・
76
k
W
の
太
陽
電
池
を
取

り
付
け
ま
し
た
（
ソ
ー
ラ
ー
ア
ー
チ
）。

屋
上
の
防
水
工
事
を
や
り
直
す
こ
と

も
な
く
、
実
質
2
週
間
ほ
ど
で
工
事

を
終
え
た
の
は
驚
き
で
し
た
。

　
工
学
部
1
号
館
5
階
南
西
端
で
は
、

軒
庇
に
金
属
パ
イ
プ
を
取
り
付
け
、

そ
こ
に
地
元
企
業
（
㈱
ミ
ヤ
ム
ラ
）
が

開
発
し
た
板
状
の
フ
ィ
ル
ム
型
太
陽

電
池
を
９
組
（
合
計
0.5
k
W
）
設
置
し

ま
し
た
（
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ル
フ
）。
６

組
は
、
太
陽
の
動
き
に
応
じ
て
パ
ネ

ル
が
向
き
を
変
え
る
追
尾
式
。
水
本

郁
郎
准
教
授
も
開
発
に
参
加
し
ま
し

た
。
　
発
電
し
た
電
気
の
利
用
面
で
は
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
サ
イ
ク
ル
テ
ッ
ク
㈱
、

㈲
か
が
わ
の
自
転
車
な
ど
の
協
力
で
、

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
10
台
の
共
同

利
用
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
実
験
し

ま
す
（
電
チ
ャ
リ
）。
ウ
エ
ブ
予
約
に

よ
り
通
勤
・
通
学
や
キ
ャ
ン
パ
ス
間
移

動
に
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
自
動

車
に
よ
る
移
動
を
減
ら
し
、
CO
2 

排
出

量
を
削
減
す
る
の
が
狙
い
で
す
。
公

募
で
3
0
名
の
方
々
に
実
験
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
熊
本
県
立
技
術
短
期
大
学
校
で
は
、

車
寄
せ
の
曲
面
ガ
ラ
ス
壁
に
、
ワ
イ

ヤ
ー
で
フ
ィ
ル
ム
型
太
陽
電
池
を
取

り
付
け
ま
し
た
。
阿
蘇
フ
ァ
ー
ム
ラ

ン
ド
で
は
、
地
面
か
ら
立
ち
上
げ
た

金
属
パ
イ
プ
の
間
に
ワ
イ
ヤ
ー
を

張
っ
て
フ
ィ
ル
ム
型
太
陽
電
池
を
取

り
付
け
た
り
、
カ
マ
ボ
コ
型
の
建
物

の
屋
根
面
に
フ
ィ
ル
ム
型
太
陽
電
池

を
広
げ
、
ワ
イ
ヤ
ー
で
固
定
し
た
り

す
る
施
工
方
式
を
実
験
し
ま
す
。
発

電
し
た
電
力
を
同
じ
敷
地
内
に
あ
る

植
物
工
場
で
使
用
し
、
得
ら
れ
る
経

済
効
果
を
計
る
の
も
重
要
な
検
証
課

題
で
す
。

●
今
後
の
展
開

　
今
後
1
年
以
上
か
け
て
発
電
効
率

や
耐
久
性
等
の
デ
ー
タ
を
集
め
ま
す

が
、
工
学
部
長
を
中
心
に
複
数
学
科

の
教
員
が
集
ま
っ
て
エ
コ
・
エ
ネ
研
究

会
を
組
織
し
、
工
学
部
太
陽
電
池
環

境
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
寄
付
講
座
の
協

力
で
、
新
た
に
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

と
呼
ば
れ
る
最
新
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
制

御
技
術
の
研
究
に
着
手
し
ま
し
た
。　

「
フ
ィ
ル
ム
型
太
陽
電
池
の
適
用
拡
大
に
よ
る
低
炭
素
社
会
実
現
モ
デ
ル
事
業
」

事
業
推
進
委
員
会
委
員
長
・
工
学
部
長
　

両
角
　
光
男

　
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
最
大
限
活
用
し
な
が
ら
、

電
力
や
熱
な
ど
炭
素
排
出
量
の
多
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方
を
調
整
す
る

技
術
で
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
は

不
可
欠
な
研
究
で
す
。

　
熊
本
県
で
は
、
太
陽
光
発
電
普
及

率
日
本
一
を
目
指
し
て
、
太
陽
電
池

の
普
及
啓
発
や
、
次
世
代
太
陽
電
池

と
し
て
期
待
さ
れ
る
有
機
薄
膜
研
究

も
産
学
官
連
携
研
究
を
進
め
て
い
ま

す
。
本
学
に
お
け
る
一
連
の
研
究
成

果
は
地
元
関
係
機
関
に
も
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
、
技
術
開
発
や
企
業
育
成

に
も
貢
献
で
き
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
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